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要旨 

本校の先行研究の「奈良県内の夜空の明るさを計測する」を基に、現在流行している COVID-19 が光害

にどのような影響を与えているのか疑問に思い、奈良県御所市と奈良市登美ヶ丘の 2 地点で SQM-Ｌを用

いて各月の夜空の明るさを測定し、その月の感染者に注目して研究した。結果から、都市で人口が多いほ

ど COVD-19 の流行による感染者数の増減によって光害の影響が増減するとわかった。 

 
１．研究背景 
 光害とは、過度な照明の使用、配光の不適切など、周辺環境への配慮が不十分なために起こる様々な悪影響のことで

ある。現在流行している新型コロナウイルスについて、光害にどのような影響を与えているのか疑問に思い研究した。 
 
２．研究方法 
 奈良県御所市と奈良市（登美ヶ丘）で観測を行った。Sky Quality Meter(SQM-L)を用いて、新月の前後２日で快晴の

日に、20：00～28：00 の間、15 分おきに夜空の明るさを計測した。その後、測定したデータと奈良県内の新型コロナ

ウイルスの感染者数を Excel でグラフ化した。 

 
３．結果と考察 

図 1 （左）御所市の新規感染者数と SQM-L 値の関係 （右）登美ヶ丘の新規感染者数と SQM-L 値の関係 

 

図１（左）のグラフをみると、御所市では感染者数と SQM-L 値に関係は見られず、COVID-19 の流行は夜空の明る

さにほとんど影響しないことが分かる。また、図１（右）のグラフをみると、感染者数と SQM-L 値について、登美ヶ

丘には正の相関があったことから、都市で人口が多いと感染者数の変動によって町の人出や照明量に影響が出やすく、

それに伴い SQM-L 値も変化することが分かった。御所市や、人口が少ない地域では、感染者数による外出規制などが

緩く、照明数も少ないため、感染者数によって光害への影響は出にくいと考えた。以上から、都市で人口が多いほど、

COVID－19 の流行により光害の影響も増減するといえる。 
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